
A-2判 S=1/5

注.1）空気室の調整は板を分割してスピーカー切り抜き穴より挿入

注.2）図中の箱抜き空間
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注.3）ターミナルは参考（製作時に考慮してください）

図中の間詰空間
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注.6）任意

注.5）任意で作製してください。

注.6）任意で作製してください。

（間詰は吸音材、又は余り木片）
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注.4）吸音材は参考です。 材質、量は各自でお決めください。
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注.5）任意
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注.7）材料番号　14~17は空気室調整用、自由に変更下さい。又、木片は分割とするとスピーカー穴から出し入れ出来ます
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A-2判 S=1/5 Fostex FE103用（2）
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